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【神西湖工区】

昭和 39、47年に発生した既往洪水に対して、神西湖の貯留機能を最大限活用し、計画湖水位
を T.P.+2.20mと設定します。
九景川から姉谷川の区間は、余裕高 0.4m を含めた T.P.+2.60m の湖岸堤を新設します。湖岸
堤設置箇所の地盤高は T.P.+1.0m程度ありますので、1.6m程度の高さの湖岸堤となります。
十間川から九景川の区間は、圃場整備で設置された湖岸堤を利用し改築します。

姉谷川から後谷川の区間は、道路管理者と調整をし、主要地方道湖陵掛合線を嵩上げすること

によって堤防効果を持たせます。

流入河川への逆流による氾濫対策として、必要に応じ堤防の嵩上げや樋門の設置を行ないます。

また、湖岸堤の設置にあたっては、湖岸部のヨシ帯の保全に努め、さらには湖岸堤設置に併せ

て消波効果のための遠浅の砂浜造成を行います。また、出雲市や関係機関の協力を得ながらヨシ

帯の復元を行います。

図－3.１.7 標準横断面図（S=1/300）
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※ 改修におけるイメージ横断図です。

実施にあたっては、地域住民や学識経験者らの意見を踏まえ実

施計画とするため、現地に応じて変更することがあります。
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